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北 九 州 市 民 憲 章 

緑を豊かに 清潔で美しいまちにします 

きまりを守り 安全なまちにします 

人を大切にし ふれあいの輪をひろげます 

元気で働き 明るい家庭をつくります 

学ぶ楽しさを深め 文化のかおるまちにします 

 

北 九 州 市 教 育 大 綱 
 

～「こどもまんなか」で、質の高い教育環境の充実を～ 
 

  １ 全てのこどもにとって、 

「居心地のよい学校」をつくります。 

  ２ こどもが失敗を恐れず挑戦し、 

志と人間力を高められる環境をつくります。 

  ３ 誰一人取り残さない学びと、 

未来を見据えた先端的な学びを進めます。 

  ４ 自律的で特色のある学校づくりを進め、 

教職員のウェルビーイングを高めます。 

  ５ 地域とのつながりの中で、 

社会全体でこどもを見守り支え、育てます。 

 

北九州市子どもを育てる１０か条 

○ 朝は明るく笑顔で「おはよう」 

○ 家族にも「ありがとう」と「ごめんなさい」 

○ 子育ては 誉める・叱る・見守る・抱きしめる 

○ 聞く時は 子どもの目を見て 心を聴いて 

○ 食事が楽しみな家庭にしよう 

○ 大切にしたい 物より体験 

○ まず親が きちんと実行 社会のルール 

○ 声かけて 地域の宝 子どもたち 

○ 教えよう 平和といのちと助け合い 

○ 子どもと夢を語り合おう 
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幼稚園教育について 
 

Ⅰ 幼稚園教育の目的 ＜学校教育法 第２２条＞ 

幼稚園は、義務教育及びその後の教育の基礎を培うものとして、幼児を保育し、幼児の健やかな成長

のために適当な環境を与えて、その心身の発達を助長することを目的とする。 

 

Ⅱ 幼稚園教育の内容 ＜幼稚園教育要領 第１章 総則＞ 

第１ 幼稚園教育の基本 

幼児期の教育は、生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要なものであり、幼稚園教育は、学校教

育法に規定する目的及び目標を達成するため、幼児期の特性を踏まえ、環境を通して行うものであ

ることを基本とする。  

このため教師は、幼児との信頼関係を十分に築き、幼児が身近な環境に主体的に関わり、環境と

の関わり方や意味に気付き、これらを取り込もうとして、試行錯誤したり、考えたりするようにな

る幼児期の教育における見方・考え方を生かし、幼児と共によりよい教育環境を創造するように努

めるものとする。これらを踏まえ、次に示す事項を重視して教育を行わなければならない。 

１ 幼児は安定した情緒の下で自己を十分に発揮することにより発達に必要な体験を得ていく

ものであることを考慮して、幼児の主体的な活動を促し、幼児期にふさわしい生活が展開され

るようにすること。 

２  幼児の自発的な活動としての遊びは、心身の調和のとれた発達の基礎を培う重要な学習であ

ることを考慮して、遊びを通しての指導を中心として第２章に示すねらいが総合的に達成され

るようにすること。 

３  幼児の発達は、心身の諸側面が相互に関連し合い、多様な経過をたどって成し遂げられてい

くものであること、また、幼児の生活経験がそれぞれ異なることなどを考慮して、幼児一人一

人の特性に応じ、発達の課題に即した指導を行うようにすること。 

 

その際、教師は、幼児の主体的な活動が確保されるよう幼児一人一人の行動の理解と予想に基づ

き、計画的に環境を構成しなければならない。この場合において、教師は、幼児と人やものとの関わ

りが重要であることを踏まえ、教材を工夫し、物的・空間的環境を構成しなければならない。また、

幼児一人一人の活動の場面に応じて、様々な役割を果たし、その活動を豊かにしなければならない。 

 

第２ 幼稚園教育において育みたい資質・能力及び「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」 

   １ 幼稚園においては、生きる力の基礎を育むため、この章の第１に示す幼稚園教育の基本を踏ま

え、次に掲げる資質・能力を一体的に育むよう努めるものとする。 

(1)豊かな体験を通じて、感じたり、気付いたり、分かったり、できるようになったりする「知識 

及び技能の基礎」 
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(2) 気付いたことや、できるようになったことなどを使い、考えたり、試したり、工夫したり、 

 表現したりする「思考力、判断力、表現力等の基礎」 

(3) 心情、意欲、態度が育つ中で、よりよい生活を営もうとする「学びに向かう力、人間性等」 

２ １に示す資質・能力は、第２章に示すねらい及び内容に基づく活動全体によって育むもので

ある。 

     ３ 次に示す「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」は、第２章に示すねらい及び内容に基づ

く活動全体を通して資質・能力が育まれている幼児の幼稚園修了時の具体的な姿であり、教師

が指導を行う際に考慮するものである。 

      (1) 健康な心と体 

幼稚園生活の中で、充実感をもって自分のやりたいことに向かって心と体を十分に働か 

せ、見通しをもって行動し、自ら健康で安全な生活をつくり出すようになる。 

   (2) 自立心 

      身近な環境に主体的に関わり様々な活動を楽しむ中で、しなければならないことを自覚

し、自分の力で行うために考えたり、工夫したりしながら、諦めずにやり遂げることで達成

感を味わい、自信をもって行動するようになる。 

     (3) 協同性 

友達と関わる中で、互いの思いや考えなどを共有し、共通の目的の実現に向けて、考えた

り、工夫したり、協力したりし、充実感をもってやり遂げるようになる。 

   (4) 道徳性・規範意識の芽生え 

友達と様々な体験を重ねる中で、してよいことや悪いことが分かり、自分の行動を振り返

ったり、友達の気持ちに共感したりし、相手の立場に立って行動するようになる。また、き

まりを守る必要性が分かり、自分の気持ちを調整し、友達と折り合いを付けながら、きまり

をつくったり、守ったりするようになる。 

   （5） 社会生活との関わり 

家族を大切にしようとする気持ちをもつとともに、地域の身近な人と触れ合う中で、人と 

の様々な関わり方に気付き、相手の気持ちを考えて関わり、自分が役に立つ喜びを感じ、地

域に親しみをもつようになる。また、幼稚園内外の様々な環境に関わる中で、遊びや生活に

必要な情報を取り入れ、情報に基づき判断したり、情報を伝え合ったり、活用したりするな

ど、情報を役立てながら活動するようになるとともに、公共の施設を大切に利用するなどし

て、社会とのつながりなどを意識するようになる。 

   （6） 思考力の芽生え 

身近な事象に積極的に関わる中で、物の性質や仕組みなどを感じ取ったり、気付いたり

し、考えたり、予想したり、工夫したりするなど、多様な関わりを楽しむようになる。ま

た、友達の様々な考えに触れる中で、自分と異なる考えがあることに気付き、自ら判断した

り、考え直したりするなど、新しい考えを生み出す喜びを味わいながら、自分の考えをより

よいものにするようになる。 
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（7） 自然との関わり・生命尊重 

 自然に触れて感動する体験を通して、自然の変化などを感じ取り、好奇心や探究心をもっ  

て考え言葉などで表現しながら、身近な事象への関心が高まるとともに、自然への愛情や畏

敬の念をもつようになる。また、身近な動植物に心を動かされる中で、生命の不思議さや尊

さに気付き、身近な動植物への接し方を考え、命あるものとしていたわり、大切にする気持

ちをもって関わるようになる。 

   （8） 数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚 

         遊びや生活の中で、数量や図形、標識や文字などに親しむ体験を重ねたり、標識や文字の

役割に気付いたりし、自らの必要感に基づきこれらを活用し、興味や関心、感覚をもつよう

になる。 

（9） 言葉による伝え合い 

先生や友達と心を通わせる中で、絵本や物語などに親しみながら、豊かな言葉や表現を身    

に付け、経験したことや考えたことなどを言葉で伝えたり、相手の話を注意して聞いたり

し、言葉による伝え合いを楽しむようになる。 

  （10）豊かな感性と表現 

     心を動かす出来事などに触れ感性を働かせる中で、様々な素材の特徴や表現の仕方などに

気付き、感じたことや考えたことを自分で表現したり、友達同士で表現する過程を楽しんだ

りし、表現する喜びを味わい、意欲をもつようになる。 

 

Ⅲ 幼児教育に関する資料の活用 

  「幼稚園教育要領」を基に「北九州スタンダードカリキュラム 幼稚園」「北九州市版幼児教育・

保幼小接続カリキュラム」（平成３０年発行）の他、以下の参考資料を活用し研修の充実を図る。 

 ＜参考となる資料や教材＞  

  ・ 幼稚園教育要領解説 

  ・ 幼児理解に基づいた評価 

  ・ 幼児の思いをつなぐ指導計画の作成と保育の展開 

・ 指導と評価に生かす記録 

  ・ 新１年生 学校生活スタートブック「なかよし」（改訂版） 

・ 幼稚園からのメッセージ＜ＤＶＤ＞～幼稚園で学ぶこと・はぐくまれること～ 

  ・ 小学校からのメッセージ＜ＤＶＤ＞～幼児期から児童期へとつながる学び～ 

  ・ 北九州市 保幼小連携プログラム「つながる」  
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教育センター研修受講に当たって 
 
◇ 研修の目的 

教職への自覚と使命感を高め、幼稚園教諭としての基礎的・基本的な知識・技能の定着を図ると

ともに、実践的指導力を培う。 

◇ 研修に参加するときの心構え 

  研修前には研修内容をより深く理解できるよう、事前に専門図書を読んだり、研修後にその内容

について先輩教諭の指導を受けたりすることを通して実践的指導力を高めるようにする。なお、研

修中は積極的に他の受講者と交わり、自らの経験や所属園の様子を想起しながら、講話、協議や演

習を通して、所属園でのよりよい実践につながる気付きを得ようとすること。 

 

１ 出席・欠席及び、遅刻等について 

（１） ６ページの「令和８年度新採幼稚園教諭研修一覧」で研修の日時及び会場を確認し、研修日

の幼児への手だてを十分に講じて研修を受講すること。研修受講の際は、その旨を園長に伝えて

から研修会場に来ること。また、遅くとも１０分前には研修会場に到着するように心掛けること。 

（２） 研修の際は、名札、研修ノート、QRコードを読み取ることができるスマートフォンもしくはタ

ブレットを必ず持参すること。（名札は幼稚園で使用しているものでよい。） 

（３） やむを得ない理由で欠席や遅刻をする場合は、園長が事前に欠席届等を教育センターホーム

ページの「幼稚園研修」のページに掲載している「各種申請フォーム」から申請すること。当

日申請する場合は、「各種申請フォーム」での申請と併せて教育センターに電話連絡も行う

こと。急遽、遅刻や早退をした場合は、研修後に申請すること。 

 

２ 研修に当たっての服装・態度等について 

（１） 研修にふさわしい態度や服装を心がけること。 

（２） 研修中は、原則として面会や電話の取り次ぎはせず、携帯電話等はマナーモードにすること。 

（３） 研修室での食事はできない。必要な場合は、場所を指示する。 

 

３ その他 

（１） 研修終了後は、本研修ノートに学んだことや自己の課題等を記入し、園長に提出するととも

に、研修についての報告（研修の復命）をし、指導を受けて園長印をもらうこと。 

（２） 研修会場周辺の道路は、全て駐車禁止。できるだけ公共交通機関で来所すること。 
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令和８年度 新採幼稚園教諭 研修一覧 
 
 

No. 
日時・会場 

研修№ 
テーマと研修概要 講師等 備考 研修内容紹介 

１ 

４月１３日(月) 

14:30～17:00 

(ウェルとばた 

８階会議室 83,84) 

 

研修№１０６B1 

基礎的素養 

‐幼児教育の基本 教師の援助と役割‐ 

○ 講話と意見交流 

「幼児教育の基本 教師の援助と役割」 

人権教育 

‐幼児教育における人権教育の在り方‐ 

○ 講話と意見交流 

「幼児教育における人権教育の在り方」 

幼児教育センター指

導主事 

 

生徒指導課指導主事 

                等 

持参物 

研修ノート、名

札、QR コード

を読み取ること

ができるスマー

トフォンやタブレ

ット 

【基礎的素養】 

教師の自覚と使命感

を高め、教師の援助と役

割について学びます。 

【人権教育】 

教師として確かな人

権感覚を身に付けること

の大切さを自覚します。 

２ 

５月１９日(火) 

15:00～17:00 

(八幡西生涯学習 

センター大会議室) 

 

研修№１０６A1 

言葉 

‐絵本の世界に浸る体験を重視した 

絵本の読み聞かせ‐ 

○ 講話と演習 

「絵本の世界に浸る体験を重視した 

絵本の読み聞かせ」 

霧ヶ丘幼稚園 

園長 淵 和子 

持参物 

研修ノート、名

札、QR コード

を読み取ること

ができるスマー

トフォンやタブレ

ット、絵本１冊 

事前課題 

絵本を選んだ

理由を考えてお

く。 

 

幼児が絵本の世界に

浸る体験ができるように

するために、絵本の魅力

や幼児に絵本の読み聞

かせをする意義、絵本を

選ぶ際の観点、読み聞

かせの留意点等を学び

ます。演習を通して絵本

の読み聞かせの実践力

を高めます。 

 

３ 

６月９日(火) 

15:00～17:00 

(八幡西生涯学習 

センター大会議室) 

 

研修№１０６R1 

特別支援教育 

‐幼児教育における特別支援教育の在り方‐ 

○ 講話と協議、質疑応答 

「幼児教育における特別支援教育の在り方」 

特別支援教育相談セ

ンター指導主事 

早期相談コーディネー

ター 

持参物 

研修ノート、名

札、QR コード

を読み取ること

ができるスマー

トフォンやタブレ

ット 

 

特別支援教育や早期

支援の目的や意義、発

達障害等の特性に対す

る支援の在り方、保護者

や専門機関との連携に

ついての理解を深めま

す。北九州市が行ってい

る早期相談事業につい

て知識を得ます。 

 

４ 

７月２３日(木) 

７月２４日(金) 

(どちらか１日を選

択) 

9:00～12:00 

(第１緑地保育センタ

ーおひさまのいえ) 

 

研修№１０６S2 

安全指導 

‐野外活動における安全確保の在り方‐ 

○ 講話と演習 

「野外活動における安全確保の在り方」 

 

第１緑地保育センター 

おひさまのいえ所長・

所員 

持参物 

保育の際に野

外活動をする

服装(虫・暑さ

対策をしっか

り)、研修のしお

り、名札、バイン

ダー、体育館シ

ューズ、タオル、

帽子、飲み物、

昼食、雨具(必

要に応じて)★

着替え(必要な

人)、駐車場代

３００円（自家

用車利用者） 

 

自然に対する知識や

野外活動等の計画の立

て方、野外活動における

安全確保の在り方や事

故防止のための留意点

を学びます。レクリエーシ

ョン指導の実際を経験

することで、野外活動や

集団宿泊活動等の指導

に生かすことができま

す。 
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５ 

７月２３日(木) 

７月２４日(金) 

(どちらか１日を選

択) 

13:30～17:00 

(玄海青年の家) 

研修№１０６B４ 

人間関係   

‐信頼関係を築くゲームの体験‐ 

○ 演習 

「信頼関係を築くゲームの体験」 

表現  

‐教育活動に生かす表現活動‐ 

○ 講話と演習 

「教育活動に生かす表現活動」 

玄海青年の家 所員 

 

幼児教育センター 

幼児教育推進員 

持参物 

保育の際に野

外活動をする

服装(虫・暑さ

対策をしっか

り)、研修のしお

り、名札、バイン

ダー、体育館シ

ューズ、タオル、

帽子、飲み物、

昼食、雨具(必

要に応じて)★

着替え(必要な

人)、駐車場代

３００円（自家

用車利用者） 

 

【人間関係】 

ゲームの体験を通し

て、協力して活動する喜

びを体感し、幼児と信頼

関係を築く指導のポイン

トや教育活動における指

導の在り方について学

びます。 

【表現】 

表現活動を体験し、

子どもの感性を豊かに

するための表現活動を

教育活動に生かしていく

指導の在り方について

学びます。 

 

６ 

１１月１８日(水) 

9:30～12:00 

(石原幼稚園) 

研修№１０６E1 

保育の参観 

‐多様な体験活動を重視した教育活動の推進- 

○ 講話 

「本園の幼稚園教育について」 

○ 保育参観 

「多様な体験活動を重視した 

教育活動の実際」 

○ 協議と指導助言 

「多様な体験活動を重視した 

教育活動における教師の役割」 

石原幼稚園 

園長・園実践者 

 

幼児教育アドバイザー 

※石原幼稚園

には公共交通

機関を利用し

て来園すること 

持参物 

研修ノート、名

札、上靴、外靴

を入れる袋、バ

インダー、QR コ

ードを読み取る

ことができるス

マートフォンや

タブレット 

 

多様な体験活動を重

視した教育活動におけ

る教師の役割や環境の

構成について実際の保

育場面を見て学び、今

後の教育実践に生かす

ヒントを得ます。 

７ 

１月２６日(火) 

15:00～17:00 

(生涯学習総合 

センターホール) 

研修№１０６D1 

発達・評価 

‐幼児の発達の理解と保育の評価・改善‐ 

○ 講話と意見交流 

「幼児の発達の理解と保育の評価・改善」 

 

西南女学院大学短期

大学部 

講師 池田 佐輪子 

 

幼児教育センター 

幼児教育推進員 

持参物 

研修ノート（受

講した全研修

について記入

し、事前に園長

の押印をもら

う）、QR コード

を読み取ること

ができるスマー

トフォンやタブレ

ット 

幼児の成長の様子を

確かに見とる観点やそ

の幼児の発達の特性を

理解した保育の在り方

について学びます。日々

の保育の振り返りや評

価の仕方等、教育活動

の評価の基本を理解し、

今後の教育活動につな

げます。 

1年間の研修のまと

めを通して、自身の成長

と課題をつかみます。 

＜受講について＞ 

◆ 初回の研修までに、「研修ノート」を教育センターのホームページからダウンロードし、冊

子を作成します（「教育センターHP」⇒「幼稚園研修」⇒「幼稚園教諭研修資料」）。 

◆ 北九州市私立幼稚園連盟と連携して実施している研修です。研修に関するお知らせ等は、

「北九州市私立幼稚園連盟ウェブサイトの会員情報掲示板」（FYSK会員ページ）、サイボウズ

の掲示板を確認してください。 

◆ ７【発達・評価】の研修では、「受講した研修の全ての振り返り欄への記入」と「園長の押

印とコメント」がある新採幼稚園教諭研修ノートを持参してください。 

◆ 毎回の研修で必ず持参するのは、名札、研修ノート、QRコードを読み取ることができるスマ

ートフォンやタブレットです。名札は所属園名と氏名が分かるものです。園で使用しているも

ので構いません。無い場合は作成してください。 
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研修を受講して 
 
 

１ 
基礎的素養‐幼児教育の基本 教師の援助と役割‐ 
人権教育 ‐幼児教育における人権教育の在り方‐ 

研修日  月   日  曜日 

学んだ
ことや 
自己の
課題等 

 

 

 園長先生のコメント 園長印 

   

  

研修を受

けて実践

したことや 

その成果 

 

 

 

２ 言葉‐絵本の世界に浸る体験を重視した絵本の読み聞かせ‐ 研修日  月   日   曜日 

学んだ
ことや 
自己の
課題等 

 

 

 園長先生のコメント 園長印 

   

  

研修を受

けて実践

したことや 

その成果 

 

 

 

３ 特別支援教育‐幼児教育における特別支援教育の在り方‐ 研修日  月    日   曜日 

学んだ
ことや 
自己の
課題等 

 

 

 園長先生のコメント 園長印 

   

  

研修を受

けて実践

したことや 

その成果 
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４ 安全指導 ‐野外活動における安全確保の在り方‐ 研修日 月   日   曜日 

学んだ
ことや 
自己の
課題等 

 

 

 園長先生のコメント 園長印 

   

  

研修を受

けて実践

したことや 

その成果 

 

 

 

５ 
人間関係 ‐信頼関係を築くゲームの体験‐ 
表現   ‐教育活動に生かす表現活動‐ 

研修日 月   日   曜日 

学んだ
ことや 
自己の
課題等 

 

 

 園長先生のコメント 園長印 

   

  

研修を受

けて実践

したことや 

その成果 

 

 

 

６ 
保育の参観  
‐多様な体験活動を重視した教育活動の推進‐ 

研修日   月   日  曜日 

学んだ
ことや 
自己の
課題等 

 

 

 園長先生のコメント 園長印 

   

  

研修を受

けて実践

したことや 

その成果 
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７ 
発達・評価  
‐幼児の発達の理解と保育の評価・改善‐ 

研修日   月   日  曜日 

学んだ
ことや 
自己の
課題等 

 

 

 園長先生のコメント 園長印 

   

  

研修を受

けて実践

したことや 

その成果 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

～印象に残ったこと、大切にしたいこと～ 

研修や所属園での実践、先輩教員や同期の仲間との交流、書籍や資料などを通して、 

見たこと、聞いたこと、気付いたこと、考えたこと、ご指導いただいたことを記録に残しましょう。 
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学級経営案 

令和８年度（       ）園（    ）保育（     ）組学級経営案 

園長名  担任名                   

幼児数 歳児   男児    名  女児    名       計     名 

本 園 の 教 育 目 標 本園の目指す幼児像 

  

年 

度 

当 

初 

に 

記 
入 

学級の幼児の実態 

年 

度 

末 

に 

記 

入 
幼児の変容のとらえ 

 
 
 
 
 

 

学級経営の目標 一年間の学級経営の反省・評価 

  

目標を達成するための具体的な取組 

 

園長 
所見 

 

 
※ 学級経営案を作成し、日々の教育活動の指針として生かしましょう。 

参考 



12 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

全
国
々
公
立
幼
稚
園
長
会 

日
本
私
立
幼
稚
園
連
合
会  

幼 

稚 

園 

讃 

歌 
 

作
詞 

鹿
島
鳴
秋 

作
曲 

山
本
雅
之 

 

１ 

四
季
を
彩
る 

花
ば
な
は 

咲
い
て
匂
う
よ 

お
さ
な
子
に 

伸
び
る
若
芽
を 

限
り
な
く 

永
遠
に
育
く
む 

わ
れ
ら
の
つ
と
め 

あ
あ 

大
い
な
る 

 

栄
え
あ
る
道
よ 

 

２ 

遠
い
海
路
の 

果
て
ま
で
も 

歌
は
ひ
び
く
よ 

お
さ
な
子
の 

胸
に
希
望
の 

手
を
つ
な
ぎ 

ひ
と
り
ひ
と
り
が 

夢
み
る
瞳 

あ
あ 

尊
く
も 

栄
え
あ
る
子
ら
よ 

 

３ 

空
は
か
が
や
く 

陽
の
光 

夢
も
匂
う
よ 

お
さ
な
子
に 

み
な
の
手
に
持
つ 

花
ば
な
の 

開
く
あ
し
た
を 

よ
ろ
こ
び
祈
る 

あ
あ 

栄
え
あ
る
は 

わ
れ
ら
の
つ
と
め 
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各研修場所について 

 

会場名 住所 

ウェルとばた 
〒804-0067  

北九州市戸畑区汐井町 1番 6号 

八幡西生涯学習センター 
〒806-0021  

北九州市八幡西区黒崎３丁目１５−３ 

第１緑地保育センターおひさまのいえ 
〒808-0121 

北九州市若松区大字竹並 925-1 

玄海青年の家 
〒808-0121 

北九州市若松区大字竹並 126-2 

石原幼稚園 
〒803-0185 

北九州市小倉南区大字石原町１４６－１ 

生涯学習総合センター 
〒803-0811 

北九州市小倉北区大門一丁目 6番 43号 

※自家用車でお越しの場合は、近隣の有料駐車場をご利用ください。 

※石原幼稚園には公共交通機関を利用して来園してください。 

 

   

   

   

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北九州市立教育センタ－ 

K I T A K Y U S H U  M U N I C I P A L  E D U C A T I O N  C E N T E R 

               〒806-0044 北九州市八幡西区相生町 20番 1号 
   TEL (093) 641-1775   FAX (093) 641-1833 
   URL  http://www.kita9.ed.jp/eductr/ 

 

   所属園 

         氏 名 

 


